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●『看護管理』編集室はピカピカの新入社員を迎え，新体

制となりました。どうぞよろしくお願い申し上げます。

●本号では2病院の意欲的な取り組みを特集としてご紹介

しました。東京女子医大のクリニカルコーチ研修は，中堅

看護師に，病棟内でのスタッフ教育の実践者としての新た

な役割モデルを創出する試みです。結果，中堅看護師がい

きいきと輝き始めたことはもちろんですが，病棟実習に訪

れた看護学生たちの憧れの存在になる，という副次的効果

も生んでいるそうです。主体性や気づきを引き出すクリニ

カルコーチたちのかかわりが，学生の目にはすごい先輩，

ロールモデルとして映るようです。……中堅（中年）社員と

なった私ですが，コーチには程遠く，新人 •笹山と二人三

脚でひたすら走っていきます。（小齋）

●シェイクスピアは「この世の中はすべて舞台，男も女も

皆役者」という言葉を残しました。「名舞台」と言われる舞

台では多くの場合，名優１人ひとりが独自の役割を担いつ

つも互いに調和しています。看護や医療の現場においても，

育成プログラムやモデルシステムのなかで関係者が自身の

役割を認識し，連携することは，優れた舞台のような安定

性を生みだすでしょう。そしてそれは看護する側，される

側双方にとって大きな支えとなるはずです。●今月号より

『看護管理』の担当になりました。梅雨前線の近づく日本列

島では，雨に濡れた若葉がまぶしい緑に輝いています。ま

だ若葉よりも未熟な私ですが，これからすくすくと育って

いく彼らを見習って頑張ります。どうぞよろしくお願い申

し上げます。（笹山）

編集後記

特集
記録と看護必要度
その監査体制・監査の取り組み

●診療報酬制度と記録の意味─アウトカムの評価とその根拠となる診療記録
●マネジメントツールとしての看護必要度と看護記録
●看護必要度に必須とされる精度管理─監査に必要な記録とは
●【実践報告1 】看護必要度の監査体制のあり方
●【実践報告2 】看護必要度の監査プロセスの重要性
●【実践報告3 】看護必要度評価の担保としての記録

　医療提供体制の質，効率をめぐる議論のなかで，看護必要度への注目がさらに高
まっており，その記録と評価のあり方が問われている。本特集では，来年度の診療
報酬改定に向けて，看護必要度がどのように見直されているのか，また，そのなか
で現場の看護管理者がマネジメントツールとしてどのように活用するのか，その際
の記録とはどのようなものなのか，監査体制をどのようにしいているのかを，先進的
に取り組んでいる病院による実践報告とともに紹介する。

●「読者の声」を募集しています。

職場などでの感動的なエピソード，困っている

問題，また弊誌への感想をお寄せください。掲

載者には粗品を差し上げます。

E-mail　kangokanri@igaku-shoin.co.jp

twitter　http://twitter.com/kangokanri

●医療事故の医療側当事者支援─Second Victimを防止するシステム構築の必要性
 石川雅彦
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